
近年、全国各地において激甚な自然災害が頻発しており、被災市町村における災害復旧事業につい
ては、災害査定などの普段体験しない迅速な対応と膨大な実務が求められます。

このため、慢性的に減少・不足している市町村の土木関係職員に対し、多大な労力や負担が強いられ、

災害対応の困難さが浮き彫りとなっています。

こうした状況の中、当協会では、平成２９年九州北部豪雨災害により、被災した福岡県の朝倉市や東

峰村に対し、災害復旧技術専門家と連携を取りながら、災害復旧の支援活動を行って参りました。

これらを踏まえ、当講習会では、九州７県における市町村職員や災害復旧事業に携わる技術者の

方々を対象に、災害対応能力の向上に資することを目的として、令和４年度より、年度内２回、災害復旧

事業を基礎から学ぶ機会を設けています。

今回（第８回）は、九州７県の市町村職員への災害査定受検後のフォローアップやＤＸ活用の事例紹介

等をメインに行う予定です。

主催：（一社）九州地域づくり協会

第８回 災害復旧技術講習会 （2026年１月29日）

①令和７年最新情報 及び よくある事例（失格・欠格事例）等について 災害復旧技術専門家

②応急仮工事・応急本工事について 同上

③改良復旧事業について     同上

④今年度のTEC-FORCE活動（災害対応）と取得データの活用     九州地方整備局

⑤長崎県版スマート化査定について 長崎県土木部

⑥令和７年災害等への支援  （一社）九州地域づくり協会                               

背景 及び 目的

講習内容

・日時： 令和８年１月２９日(木)

 １３:００～１６:４０ 

開催日時 及び 開催会場

（会場受付 １２：００～）

※専用駐車場はございません。

・会場： リファレンス駅東ビル

（ Ｑ会議室 ）

  福岡市博多区博多駅東

                       1-16-14



問 合 せ 先 一般社団法人 九州地域づくり協会

福岡市博多区博多駅東２丁目１０番３５号 博多プライムイースト４F

TEL ０９２－４７６－５６８０  企画課 松井・秀徳（シュウトク）

  ・受講対象： 九州７県の市町村職員 及び 災害復旧事業に携わる技術者

    ・定 員 ： 会場１００名、Web２００名（Zoomウエビナー配信）

※ 受付は先着順とし、事前申込みが必要 となります。

（原則、当日受付や受講方法の変更は出来ません。)

 ・申込方法： 右の申込ＱＲコード又は当協会ホームページより、

直接、事前申込を行って下さい。

 ・その他 ： 当講習会では、ＣＰＤ付与はありません。  

令和７年１２月２２日（月）１３時 ～ 令和８年１月２３日（金）１２時まで

受講対象、定員、参加費、申込方法

申込期間

カリキュラム

時間 講義題名 講師名

１３：００
～１３：０５（５分）

主催者挨拶
（一社）九州地域づくり協会
理事長 田中 愼一郎

１３：０５
～１４：００（５５分）

令和７年最新情報 及び よくある事例
（失格・欠格事例）等について

災害復旧技術専門家 後藤 信孝 氏

１４：００
～１４：３０（３０分）

応急仮工事・応急本工事について 同上

１４：３０
～１５：００（３０分）

改良復旧事業について 同上

１５：００
～１５：１０（１０分）

（ 休憩 ）

１５：１０
～１５：３０（２０分）

今年度のTEC-FORCE活動（災害対応）
と取得データの活用

九州地方整備局 災害対策マネジメント室
課長補佐 矢羽田 成巧 氏

１５：３０
～１６：２０（５０分）

長崎県版スマート化査定について
長崎県 土木部 河川課 河川防災班
主任 近藤 慎吾 氏

１６：２０
～１６：４０（２０分） 令和７年災害等への支援

（一社）九州地域づくり協会
企画課長 秀徳 典穂

国土交通省 九州地方整備局、公益財団法人 全国防災協会後 援

お申込みはこちら
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